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ファジィ理論誕生,半 世紀を越えて思うこと

第3期 会長 向 殿 政 男 (明治大学 名誉教授)

私がカリフォルニア大学バークレー校に滞在して,LAザ デ
ー教授の教えを受けたのは,1979年であつた フ ァジイ

理論が提唱されて既に14年が経つていた 世 界中からファディ理論に共嶋して集まる研究者,理 論的なりし戦に靭ほむた

めに来る研究者キ々でザデー教授の周りは実に活気があった そ の時にお会いした各国の布〕F究者が,その後の世界中の

それぞれの回でファジイ理論の元導者になつていつたこと そ の人たちを中心にハワイでlFSA(国際ファジイシステム

学会)の予備的な回除会議が聞かれ,そ れがその後のフアブイヌ世論のi世界的な展開につながったことなどを鮮やかに覚

えている

私がなぜ、ファブィ理論に入っていったかについても鮮i単に触れてみたい 私 が2値論理では取り扱いが不可能と感

じて,あ いまいさを認める3値論理の石汗究に入ったのtよ11968年のフェールセーフ論理の研究の時であつた 私 の′慰、師

の後藤以紀先生は,リ レーの不確た動作を解析するために既に3値論理を1是突 ・利用していて,後 藤先生の
一呑弟手で

あった駒宮安男先生 (私はほとんど最後の方の弟子)は そ れを更に無限濃度の多値論理に拡張をしていた(これは明ら

かに一つのファジイ論理であつた)私 が1車1世論文を提出した1970年には,AND,OR,NOTの 論理演算を用いた3値論

理関数(後のフアジイ論理関数)についてはほとんどその性質は呼明していて―ザデー教授の最初(1965年)の論文を読ん

だとき,私 のフェールセーフ論理の数学的構造は,フ アジィ論理と同じであることに気が付いた ザ デー教授にお会い

したいと長い閲念願しながら呆たせなかったが,1977年アメリカの束海岸で開かれた国際多値論理シンポブウムに参加

する時にチャンスが訪れた 兄 弟子の駒常安男先生にザデー教授宛ての紹介状を書いても,,い(駒宮安男先生はす神j御

理i論の専門家でもあり,制 御理論の大家であったザデーを知っていた)1シ ンポジウム中にずデー教授からお電話を預

いて帰りに西海岸の力1ジフォルニアのバークレーに寄って,初 めてザデー教授にお会いした そ の2年後「やつと冒頭

にi記したバークレイ滞在が実現した次第である

ファジイ論理のAND,OR演 算を作ノルム,片コノルムに,NOT,気第を拡張された否定演算に拡張すること1私!ま こ

のことに気が付かなかった)等々で,フ ァジイ理論の数学的 論 と駐的な研究は幅広い分野を築いていった フ アジイIIP

論の面序1さは,数 学や論理の理論的展開だけではない 暖 味さの思想に関する哲学的研究や,人 間・現実社会と理論 ・

論理・コンピュータの世界(意味と杉式)との問をつなぐ研究,工 業製品などへの応用研究など,実 に幅広い 私 は 現

在,安 全学というものをやっているが,い ろいろな側面で、ファジ T理論の影響を大きく受けている 炉」えど と
｀
こま

でやったら安4きかという境界は暖味であり,リスクで理論的なとこ開をしてみても.どのレベルのリスクなら|ゴ安全とし

て受け入れるかは人間の価値観に依存する ま さしく理論と人間とを橋渡しするファジィ理論の後キ」と1可じである

現在,世 間は第3[可日のAIブームだといわれる 第 2期 AIブームの時にファジィはニューロと手を結バことでAI石すF

究に大いに貢献をした 深 甲学習をはじめとして現在のAIブームの基本的な考え方はその時にほとん互拡 こilていた

といってよぃ コ ンピュータの高機能化Ⅲインターネットの発展と通信速度の高速化等が後押しをしてヴ試!化が声「能な

場T府が増えてきたことが今回のブームの背片キにあると思われる Alの 本質である学習には 統 千1学と共|ニファジィと

ニューロの理論が本質的な役割を呆たすはずであり こ こにも更にファジィ理論のf岳躍の場が大いにあると信じる 第
一 こ の世の中では愛昧さが無くならない以上,フ ァジィ理論の!舌躍の場は永述にあると考える こ れからす)キ皆に期待

をしたい 今 、我がFtRでは,日本女「1脅旨情報ファジイ学会が多くの人の努力で引き判たがれていることに大変フと、強く思って

いる

本学会の20周年記念記事の「ファジイは永遠です」で記したように,ファジィ理論という新しい学問の立ちにげ!その

概念と基礎理論の提案から応用,更 にはブームを経験し,その後の若実な進展に一身を様げているザデー教授という人

と精神 そ してその仲間たちの活躍に身近で立ち会えた幸運に対t/て,神 に感詞すしたい気持であることを最後に述ベ

て,これからのファジイ理論と本学会の発展を″は、から期待したい
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